
 鉾岳の沢登 山行報告書  

 

 

日 程 ： 令和 7年（2025年）8月 3日 

参加者 ： 中野正大・白尾賢子・岡村繁雄 他 2名 

行 程 ： 鉾岳登山口 7:36 ⇒ 入渓 8:00 ⇒ 巨岩通過 8:40 ⇒ 二段の滝通過 9:30 ⇒  

⇒ 登山道合流 10:10 ⇒ パックン岩 10:30～10:50 ⇒ 鉾岳登山口 10:37  

〔沢登 3時間 下山 47分〕 

 

昨日は、鹿納谷の沢登終了後、鹿川キャンプ場のコテージに宿泊。 

鹿納谷の沢登に続いて、鉾岳下部の沢登にトライ。 

この沢だけを目的として来るには、やや物足りないが、昨日目いっぱい遊んでいるためちょうど良い感じのショー

トルートである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出発 〔7:36〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入渓して直ぐ 〔8:00〕                                    〔8:03〕 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔8:03〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

光が差して幻想的な 
巨岩を通過 〔8:39〕 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下部を通過後 朝の順光に照らされた巨岩 〔8:43〕 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔8:47〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

我々は 右側を上がる 意外とコケで滑る 〔8:55〕 

 

 

 

 

上がり込みが難しい 〔8:58〕 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔9:17〕                                             〔9:20〕   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

二段の滝 
〔9:27〕 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

二段の滝の上部は、左岸を巻いた 〔9:31〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

登山道を通過後 鉾岳下部岸壁の真下に到達 〔10:13〕 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

真下を通過 何度来ても鉾岳の岸壁は、迫力がある 〔10:17〕 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鉾岳の岸壁を見上げる （上部の岸壁に「美しいトラバースルート」がある） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パックン岩に到着 〔10:31〕 

 

〔10:24〕 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下界の暑さを忘れて、パックン岩横の釜に全員飛び込み、今回の沢登を終了 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パックン岩にて 

 

 

 

 

花崗岩のなかなか良い感じの沢登コースで、なんといっても鉾岳の岸壁の圧倒感は、何度来ても素晴らしい。 

北九州山岳同好会「嵐」 

Reported by S.Okamura   Photo presented by  S.Okamura 


